
菅
原
道
真
研
究

―

『菅
家
後
集
』
全
注
釈

（五
）
―

焼

山

廣

志

前
回

.,
一
に
引
き
続
い
て

『菅
家
後
集
』
の
全
注
釈
を
試
み
た
い
。
今

回
は
調
査

・
考
察
を
済
ま
せ
た

『菅
家
後
集
』
「餅
風
雨
」
「
鵬
燈
滅
二
首

ー

こ

「
鵬
燈
滅
二
首
-
二
」
の
三
首
を
二
章
以
下
で
取
り
挙
げ
て
み
る
。

注
釈
を
進
め
る
上
で
の

「凡
例
」
を
次
に
示
し
て
本
論
に
入
り
た
い
。

凡
例

順
子
編

『田
氏
家
集
索
引
』
に
拠
り
、
紀
長
谷
雄
の
漢
詩
文
の
作
品
番

号
は
三
木
雅
博
編

『紀
長
谷
雄
漢
詩
文
集
並
び
に
漢
字
索
引
』
に
拠
っ

た
。
又
、
白
居
易
の

『白
氏
文
集
』
の
作
品
番
号
は
花
房
英
樹
著

『白

氏
文
集
の
批
判
的
研
究
』
の
そ
れ
に
な
ら

っ
た
。

、
校
異
に
用
い
た
諸
本
は
以
下
の
よ
う
に
略
号
で
示
す
。
順
不
同
。

〔

写

本
〕

（
尊

こ

…

尊
経
閣
所
蔵
本
（
一
）

一

冊
《

底本

》

（

尊
二
）

.

・

●

●

■

O

尊
経
閣
所
蔵
本
（
二
）

一

冊

（

尊
三）

0

・

.

・

■
・

尊
経
閣
所
蔵
本
（

三）

一

冊

（

尊
四）

,

●

・

●

・

0

尊
経
閣
所
蔵
本
（

四）

一

冊

（
内

こ

■

●

■

●

O
■

内
閣文

庫
本

（
一
）

一

冊

（

静嘉

）

O

●

O

O

巳

O

静
嘉
堂
所
蔵
本

一

冊

（

大

島）

●

●

●
●

●
●

金
沢
大
島文

庫
本

一

冊

（

加

越）

●

,

●
●

.

■

金
沢
加
越
能
文庫

本

一

冊

（

太
一
）

●

●
●

●

O

●

太
宰
府
天
満
宮所

蔵
本
（

こ

一

冊
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一
、

底本

に
は、

川
口
久
雄
氏
が
岩
波古

典
文
学
大
系
本
に
採ら

れ
て
いる「前田家尊経閣所蔵本」を用いた。一、原詩のみ正字で載せ、語釈・通釈等は現代かなつかいを用いた。一、注釈にあたり、菅原道真の『菅家後集』の作品番号は、川口久雄校注、岩波日本古典文学大系本のそれにならい、参考として引用した嶋田忠臣の『田氏家集』の作品番号は、内田



（

太
二
）

●

●

●
●

●

●

太
宰
府
天
満
宮
所
蔵本

（
二）

一

冊

（

松平

）

.

●

O

O
●

●

島
原
松
平文

庫
本

一

冊

図

（

金

沢
大）

.

●

願

O
●

9

金
沢
大
学所

蔵
本

一

冊

（

申之

島）
●

●

●

●
●

O

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
所
蔵
本

一

冊

（

九

州
大）

●

●

■

●
■

●

九
州
大
学
所
蔵
本

一

冊

（

京都

大）
●

●

●

●
■

■

京
都
大
学
所
蔵
本

一

冊

（

筑

波
大）

●

●

.
O

O

●

筑
波
大
学所

蔵
本

一

冊

（

東北

大）
願

●

0

,
●

●

東
北
大
学所

蔵
本

一

冊

（

東洋

大）
●

●

―

●
■

.

東
洋
大
学所

蔵
本

一

冊

（

書陵

部）
●

●

●

●

●

■

書
陵
部
所蔵

本

一

冊

（

舞鶴

）

O

・

●

●

●

●

舞
鶴
中
央
図
書
館
所蔵

本

一

冊

（

鈴鹿

）

●

●

●

■

●

●

鈴
鹿
文
庫
本

一

冊

（
住吉

こ
■

●

●

●

■

●

住
吉
大
社
所
蔵
本
（
一
）

一

冊

（

住吉

二）
●

●

●

●
●

■

住
吉
大
社
所
蔵
本
（
二）

一

冊

（

多和

）

●

●

●

0
●

●

多
和
文
庫
本

一

冊

（
三

手）

●

●

■

■

●

O

三
手
今
井
所
蔵
本

一

冊

（

島根

大）
●

・

・

●

●

.

島
根
大
学
所
蔵
本

一

冊

（

内
閣
二
）

O

■

■

●

O

●

内
閣文

庫
本
（
二）

一

冊

（

内
閣
三
）

.

.

O

●

■

■

内
閣文

庫
本
（
三）

一

冊

（

内

閣
四）

●
●

●

●

■

●

内
閣
文
庫
本
（
四）

一

冊

（
川

口）

●

・

●

●

■

●

石
川
県
立
図
書館

川
口
文庫

本

一

冊

一
、
平
灰
の
表
記
に
は
、
平
声
に
○
、
灰
声
に
●
、
韻
字
に
◎
を
用
い
た
。

一
、
語
釈
等
で
主
に
利
用
し
た
辞
典
は
諸
橋
轍
次
編

『大
漢
和
辞
典
』
及

び
漢
語
大
詞
典
編
輯
委
員
会

・
漢
語
大
詞
典
編
纂

『漢
語
大
詞
典
』
で

あ
る
。

二

 

國

図

*
枷

風」

剛

朝
朝
風
氣
勤

○
○
○
●
●

夜
夜
雨
聲
寒

●
●
●
○
◎

老
僕要

綿
切

●
●
○
○
●

荒
村買

炭
難

○
○
●
●
◎

不
愁
茅
屋
破

●
○
○
●
●

偏
惜菊

花
残

○
●
●
○
◎

自

有年

豊

稔」rI匪-都無叶口喰

●
●
○
○
●○○●●◎

*
脚韻

は
上
平声

寒
韻。

韻
字
は
「

寒
・

難
・

残
・

喰」

国

○
題
字
下
「
五
言」

…
（
内
一
）
（
大島

）
（
太
二）

∩閲

因∪

全
本

○
叶

（

●）

…

計
（

●）

（

尊
二
）

（

尊
三
）

（

尊

四）

（
内
一
）

（
大

島）
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（
太

こ
（

太
二）

〔

刊

本
一

全

本

○
頭
注
「
計
作叶

」

…
（
大
島）

○喰

（

○）

…

喰
（

○）

（

尊
三）

（
尊

四）

（

内
一
）

（

大

島）

（
太

こ

（

太
二
）

〔

刊

本
〕

全
本

國ヨ
・哺

』珈

■

つ
よ

・

朝朝

風
氣
勤
し

・

夜
夜

雨

聲寒

し

も
レ
一

・

老
僕

綿
を

要む

る
こ

と

切
な

り

か
た

・

荒
村

炭を

買
ふ

こ

と

難
し

・

茅
屋
の

破
る

る
こ

と

を

愁
へ

ず

ひ
と
へ

そ
こ
な

・

偏
に

菊

花
の

残
ふ

こ
と

を

惜
し

む

ね
ん
ほ
う

み
の

・

年豊

の

稔

り

有れ

ど

も

か
な

・

都
べ

て

口
に

叶
ふ

喰

無
し

図
・
毎
朝
毎
朝
肌
を
つ
き
さ
す
よ
う
な
強
い
風
が
家
を
吹
き
抜
け

・
夜
で
は
夜
に
、
屋
根
を
打
つ
雨
音
が
身
に
し
み
て
寒
く
感
じ
る

・
老
い
た
家
僕
は

（寒
さ
が
身
に
し
み
る
と
言
っ
て
は
）
綿
を
し
き
り
に

所
望
す

る

・
私
の
住
む
こ
の
近
辺
で
は
暖
房
用
の
炭
を
求
め
る
こ
と
す
ら
ま
ま
な
ら

な
い

・
日
に
日
に
強
ま
る
風
雨
に
よ
っ
て
あ
ば
ら
屋
が
破
損
し
て
し
ま
う
の
は

ま

だ

我
慢

で
き

な

い
こ
と
も

な

い
が

・
大

切

に
育

て

て
き
た

菊

花

が

こ

の
風

雨

で

い
た
め

つ
け

ら

れ
る

こ
と

に

は

耐
え

ら

れ
な

い

・
今
年

は

囲
り

は
豊

作

の
様

呈

を
見

せ

て

い
る

の

に

（食

料

は
十

分
な

は

ず
な

の
に
）

・
こ

の
私

に
は

何

一
つ
口
に
あ

う
食

材
を

求

め

る

こ
と
も

出
来

な

い

国
○
朝
朝
…
毎
朝
。
旦
旦
、
『漢
語
大
詞
典
』
で
は

「天
天
、
毎
天
」
と
説

明
し

「孟
浩
然
、
留
別
王
維
」
の

「寂
寂
寛
何
待
、
朝
朝
空
自
蹄
」
の
句

を
ひ
く
。
「元
?
」
の

「酬
樂
天
赴
江
州
路
上
見
寄
三
首
」
に

「朝
朝
寧

不
食
、
日
日
願
見
君
」
の
句
が
見
え
る
。
同
じ
く

「竹
部

（石
首
縣
界
）」

に

「朝
朝
泳
雪
行
、
夜
夜
射
狼
宿
」
の
句
が
見
え
る
。
『白
氏
文
集
』
「
鰯

長
安
閑
居
」
に

「無
人
不
悟
長
安
住
、
何
濁
朝
朝
暮
暮
閑
」
の
句
が
見
え

る
他
、
白
詩
に
は
こ
の
語
が
多
く
見
ら
れ
る
。

○
風
氣
…
風
を
い
う
。
『漢
語
大
詞
典
』
で
は

「指
空
氣
和
由
空
氣
流
動

而
生
的
風
」
と
説
明
し
、
『文
選
』
「宋
玉

・
風
賦
」
の

「其
所
託
者
然
、

則
風
氣
殊
焉
。
呂
向
注
、
難
同
託
戸
穴
、
其
於
清
濁
亦
殊
 
」
の
例
を
挙

げ
る
。
『菅
家
後
集
』
「
鰯
秋
夜

九
月
十
五
日
」
に

「月
光
似
鏡
無
明
罪
、

風
氣
如
刀
不
破
愁
」
の
句
が
見
え
る
。

○
勤
…
つ
よ
い
。
た
け
だ
け
し
い
。
猛
烈
な
。

【勤
風
】
は
つ
よ
い
風
。

剛
風
。
猛
風
の
意
。
『文
選
』
「播
岳
、
秋
興
賦
」
に

「勤
風
戻
而
吹
帷
」

の
例
が
あ
る
。
又

【勤
氣
】
は
は
げ
し

い
気
象
。
又
、
風
気
の
意
。
「陶
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潜
」
「癸
卯
十
二
月
中
與
從
弟
敬
遠
詩
」
に

「勤
氣
侵
襟
袖
、
箪
瓢
謝
厘

設
」
の
例
が
見
え
る
。

○
夜
夜
…
よ
な
よ
な
。
毎
夜
。
『白
氏
文
集
』
「
㎜
慈
鳥
夜
喘
詩
」
に

「経

年
守
故
林
、
夜
夜
夜
半
喘
」
の
句
が
、
又

「
㎜
濁
眠
吟
二
首
1
二
」
に

「掲
眠
客
、
夜
夜
可
憐
長
寂
寂
」
の
句
が
見
え
る
。
『菅
家
文
草
』
「
㎜
客

舎
冬
夜
」

に

「客
舎
秋
祖
到
此
冬
、
空
床
夜
夜
損
顔
容
」
の
句
が
あ
る
。

○
雨
聲
…
雨
の
ひ
び
き
。
「杜
甫

・
晴
詩
」
に

「雨
聲
街
寒
蓋
、
日
氣
射

江
深
」
の
句
が
見
え
る
。
『白
氏
文
集
』
「
㎜
孤
山
寺
遇
雨
」
に

「彿
波
雲

色
重
、
瀧
葉
雨
聲
繁
」
の
句
が
、
又

「㎜
秋
雨
夜
眠
」
に

「断
遅
燈
滅
後
、

睡
美
雨
聲
中
」
の
句
が
見
え
る
。

○
老
僕
…
年
を
と

っ
た
し
も
べ
。
『漢
語
大
詞
典
』
で
は

「年
老
的
男
側

人
」
と
説
明
す
る
。
『菅
家
後
集
』
「
捌
叙
意

一
百
韻
」
に

「鳥
路
惣
鷹
鴫
、

老
僕
長
扶
杖
」
の
句
が
見
え
る
。
川
口
久
雄
氏
は
岩
波
古
典
文
学
大
系
本

の
補
注
で

「伝
説
に
よ
る
と
、
味
酒
安
行
と
い
う
者
が
京
よ
り
随
行
し
、

道
真
の
死
後
五
十
余
年
で
他
界
し
た
。
晩
年
白
髪
白
輩
の
人
だ

っ
た
の
で
、

し
ろ

白
大
夫
と
称
し
、
今
も
太
宰
府
の
末
社
に
祀
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
白

め女
と
か
白
比
立
尼
と
か
い
う
類
の
一
種
の
長
寿
者
伝
説
で
、
道
真
の
悲
劇

の
生
涯
を
講
釈
し
て
語
り
歩
く
も
の
が
あ

っ
た
の
か
も
わ
か
ら
な
い
。
五

〇
七
に

〈
老
僕
要
綿
切
〉
と
あ
る
人
と
、
こ
こ
の
老
僕
は
お
そ
ら
く
同

一

人
」
（七
二
九
頁
四
八
四
補
注

〔三
〕）
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

○
荒
村
…
荒
れ
た
村
。
『漢
語
大
詞
典
』
で
は

「亦
作

"荒
邨
"
偏
僻
荒
涼
、

人
煙
稀
少
的
村
落
」
と
説
明
し
、
「
五
代
李
中

・
春
日
野
望
懐
故
人
詩
」

の

「暖
風
筈
病
草
、
甘
雨
洗
荒
村
」
の
用
例
を
引
く
。
『白
氏
文
集
』
「脳

病
中
得
焚
大
書
」
に

「剤
矧
破
屋
経
年
跡
、
寂
絶
無
人
間
病
身
」
の
句
が

見
え
る
。
『田
氏
家
集
』
「
79
題
東
郭
居
」
に

「東
郭
窮
居
且
莫
論
、
身
閑

猶
合
愛
荒
村
」
の
句
が
あ
る
。
又

『菅
家
文
草
』
「
脳
野
村
火
」
に

「非

燈
非
燭
又
非
螢
、
驚
見
荒
村

一
小
星
」
の
句
が
、
「㎜
寄
白
菊
四
十
韻
」

に

「含
情
排
客
館
、
抱
影
立
荒
村
」
の
句
が
見
え
る
。

○
茅
屋
…
か
や
ぶ
き
の
家
。
茅
宇
。
質
素
を
あ
ら
わ
す
語
。
『漢
語
大
詞

典
』
で
は

「亦
作

"茄
屋
"
用
茅
草
蓋
的
房
屋
」
と
説
明
し
、
『左
傅
』

「恒
公
二
年
」
の

「清
廟
茅
屋
、
杜
預
注
、
以
茅
飾
屋
、
著
倹
也
」
の
用

例
及
び
、
「杜
甫

・
春
日
江
村
詩
之

こ

の

「茅
屋
還
堪
賦
、
桃
源
自
可

尋
」
の
句
を
引
く
。
『白
氏
文
集
』
「
鰯
題
王
庭
士
郊
居
」
に

「負
郭
田
園

八
九
頃
、
向
陽
茅
屋
雨
三
間
」
の
句
が
、
又

「
翻
洗
竹
」
に

「小
者
裁
魚

竿
、
大
者
編
茅
屋
」
の
句
が
見
え
る
。
紀
長
谷
雄
の

「
4
山
家
秋
歌
」
に

「秋
水
冷
暮
山
清
、
三
間
茅
屋
送
残
生
」
の
句
が
見
え
る
。
『菅
家
文
草
』

「謝
閑
居
」
に

「茅
屋
三
問
竹
数
竿
、
便
宜
依
水
此
生
安
」
の
句
が
、
又

『菅
家
後
集
』
「斯
種
菊
」
に

「青
膚
小
葉
白
牙
根
、
茅
屋
前
頭
近
逼
軒
」

の
句
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。

○
自
…
～
と
い
え
ど
も
。
も
し
～
と
し
て
も
。
『漢
語
大
詞
典
』
で
は

「連

詞

・
ω
難
。
即
使
」
と
説
明
し
、
『荘
子
』
「列
御
冠
」
の

「自
是
有
徳
者

以
不
知
也
、
而
況
有
道
者
乎
」
の
例
、
及
び

「杜
甫

・
日
暮
詩
」
の

「風

月
自
清
夜
、
江
山
非
故
園
」
の
用
例
を
載
せ
る
。

み
の
り

○
年
豊
…
穀
物
の
実
の
良
い
年
。
五
穀
豊
熟
の
年
。
曲豆
歳
。
『漢
語
大
詞

典
』
で
は

「謂
年
成
豊
収
」
と
説
明
し
、
『左
傅
』
「桓
公
六
年
」
の

「奉

盛
以
告
日
、
潔
棄
豊
成
、
謂
其
三
時
不
害
而
民
和
年
豊
也
」
の
例
を
引
く
。
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『白
氏
文
集
』
「
擶
贈
侯
三
郎
中
」
に

「年
豊
最
喜
唯
貧
客
、
秋
冷
先
知

是
痩
人
」

の
句
が
見
え
る
。
『菅
家
文
草
』
「25
喜
雨
詩
」
に

「暗
記
年
豊

瑞
、
先
知
井
邑
雍
」
の
句
が
見
え
る
。
類
義
の

冨
豆年
】
の
用
例
が
、
紀

長
谷
雄
の

「
52
春
雪
賦
」
に

「適
在
遅
日
之
可
楽
、
還
知
豊
年
之
到
瑞
」

と
見
え
る
。

○
叶
…
か
な
う
。
和
合
す
る
。
【叶
口
】
は

「
口
に
あ
う
」
の
意
。

○
喰
…
喰

・喰
。
食
事

・
晩
の
食
事

・
火
を
通
し
て
煮
た
食
物
。
『漢
語

大
詞
典
』
に
は

「指
晩
飯
」
と
説
明
し
、
『孟
子
』
「膝
文
公
上
」
の

「賢

者
與
民
並
耕
食
、
甕
喰
而
治
」
の
用
例
を
載
せ
る
。

三

賜

曜

薗

*

鵬

燈
滅
二

絶

ー
一

脂
膏先

霊
不
因
風

○
○
●
●
●
○
◎

殊
恨光

無
一

夜
通

○
●
○
○
●
●
◎

難
得
灰
心
兼晦

 

●
●
○
○○

●
●

寒
窓
起
就
月明

中

○
○
●
●
●
○
◎

脚
韻
は
上
平
声東

韻、

韻

字
は
、

風
・

通
・

中

―薦

■

○
題
字
下
「
七
言」

■

●

■

（

尊

四）
（

内
一
）

（

大

島）

（

太
二
）

（

松

平）

【

刊

本
〕

全
本

○
頭注

「無

七
言
二
字」

…
（
大島

）

○

迩
（

●）

…

跡

（
●
）

（

尊

四）

（

内
一
）

（

大

島）

（

太
一
）

（

太
二
）

（
松
平）

〔

刊

本
〕

全
本

團

つ

・
脂

膏

先

づ
鑑

き

て

風

に
因
ら

ず

・
殊

に
恨
む

光

の

一
夜

の
通

す

こ
と
無

き

こ
と

を

あ
と

く
ら
ま

・
得
難
し

心
を
灰
に
す
る
と
迩
を
晦
す
と

つ

・
寒

窓

起

き

て
就
く

、

月
明

の
中

図
・
燈

が

消
え

て
し

ま
う

の
は
、
油

が

尽
き

て
し
ま
う

か
ら

で
あ

っ
て
、

決

し

て
風

の
せ

い
な
ど

で

は
な

い
。

・
と

り

わ
け
無

念

な

の
は
光

が

一
晩

中

照
ら

し
続

け

て
く

れ
な

い
こ
と

で

あ

る

。

・
今

の
私

に
は
心

を
灰

の
よ
う

に
し

て
無

心

に
な

る

こ
と
も

（灯

が
消

え

て
闇

に
入

る

よ
う

に
は

）
世

間
か

ら

逃
れ

、
隠

者

の
よ
う
な

生

き
方

は

、

求

め

る
術

と

て
な

い
。

・
（光

が
消
え

闇
と

な

っ
た

）
寒

々
と

し
た

深
夜

の
窓

辺

に
起
き

上

が

り
、

身

を
寄

せ

月
明

り

の
中

で

一
人
た

た
ず

む

の
で
あ

る
。

一361一



國
○
脂
膏
…
生
物
の
あ
ぶ
ら
。
脂
肪
。
『漢
語
大
詞
典
』
に
は

「O
油
脂
」

と
説
明
し
、
『禮
記
』
「内
則
」
の

「脂
膏
以
膏
之
、
孔
穎
達
疏
、
凝
者
爲

脂
、
繹
者
爲
膏
」
と
あ
る
を
引
く
。
生
物
の
あ
ぶ
ら
で
、
凝

っ
た
も
の
を

「脂
」
と

い
い
、
溶
解
し
た
も
の
を

「膏
」
と
説
い
て
い
る
。
『菅
家
文

草
』
「
謝
賦
雨
夜
紗
燈
、
磨
製
」
に

「毎
憶
脂
膏
多
渥
潤
、
那
勝
恩
澤
続

身
來
」

の
句
が
見
え
る
。

■○
因
風
…
風
に
よ
っ
て
。
風
が
原
因
で
。
類
似
の
用
例
と
し
て

『菅
家
文

草
』
「
胴
客
居
封
雪
」
に

「花
散
忽
因
風
力
庭
、
玉
錆
初
見
日
光
時
」
の

句
が
見
え
る
。

○
殊
恨
…
と
り
わ
け
残
念
な
の
は
。
特
に
恨
め
し
く
思
え
る
こ
と
は
。
『菅

家
文
草
』
に
は
、
「
m
水
鴎
」
の

「殊
恨
秋
天
暮
、
相
離
不
敢
親
」
の
例
、

又
、
「
鵬
秋
」
に

「夜
深
山
路
樵
歌
罷
、
殊
恨
隣
鶏
報
曉
遅
」
の
用
例
等

が
散
見
す
る
。

〇

一
夜
…

一
晩
。
或
る
晩
。
『漢
語
大
詞
典
』
で
は

「
一
介
夜
晩
。

一
整

夜
」
と
説
明
す
る
。
こ
こ
で
は

「
一
整
夜
」
の
意
で
あ
る
。
「
一
晩
中
ず
っ

と
」
と
解
す
べ
き
語
。
『白
氏
文
集
』
「晒
江
上
吟
元
八
絶
句
」
に

「大
江

深
庭
月
明
時
、

一
夜
吟
君
小
律
詩
」
の
句
が
、
「
㎜
濁
眠
吟
二
首
1

こ

に

「十
五
年
來
明
月
夜
、
何
曾

一
夜
不
弧
眠
」
の
句
が
見
え
る
。
『田
氏

家
集
』
「
87
夢
高
侍
郎
」
に

「金
○
失
契
十
絵
年
、
容
髪
宛
然

一
夜
眠
」

の
句
が
見
え
る
。
『菅
家
文
草
』
「
鰯
客
居
封
雪
」
に

「城
中

一
夜
鷹
盈
尺
、

祝
著
明
年
冤
旱
飢
」
の
句
が
見
え
る
。

○
灰
心
…
欲
望
を
去
っ
て
何
物
に
も
誘
惑
さ
え
な
い
心
。
平
静
で
無
心
で

あ
る
心
。
（『漢
辞
海
』）

『漢
語
大
詞
典
』
で
は
、
「謂
悟
道
之
心
、
不
為

外
界
所
動
、
枯
寂
如
死
灰
」
と
説
明
す
る
。
『荘
子
』
「斉
物
論
」
の

「形

固
可
使
如
槁
木
、
而
心
固
可
使
如
死
灰
乎
」
に
基
づ
く
語
。
「五
代

・
斉

己

〈
閉
門
詩
〉」
に

「外
事
休
關
念
、
灰
心
猜
閉
門
」
の
用
例
が
見
え
る
。

『白
氏
文
集
』
に
は
類
似
語
を
あ
わ
せ
て
二
例
見
え
る
。
「枷
溜
村
退
居

寄
禮
部
崔
侍
郎
翰
林
銭
舎
人
詩

一
百
韻
」
に

「
泥
尾
休
揺
悼
、
灰
心
罷
激

昴
」
と
あ
る
の
と
、
既
に
、
金
子
彦
二
郎
氏
が
白
詩
と
道
真
の
詩
と
の
類

似
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
作
品

「
脳
贈
章
錬
師
」

の
中
に

「溝
陽
遷
客
爲
居

士
、
身
似
浮
雲
心
似
灰
」
の
句
が
見
え
る
。
（『
平
安
時
代
文
学
と
白
氏
文

集
』
ー
道
真
の
文
学
研
究
篇
第
二
冊
―
三
九
九
頁
）
前
の
白
詩
の
例
は

「心
を
灰
の
よ
う
に
無
心
に
し
て
」
の
意
で
、
後
の
白
詩
の
例
も

「心
は

灰
に
似
て
少
し
の
俗
念
も
無
い
」
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。『菅
家
文
草
』

の
中
で

「猫
早
春
閑
望
」
と
題
す
る
詩
の

一
、

二
句
目
に

「早
起
灰
心
坐
、

冥
冥
是
夢
魂
」
の
用
例
が
見
え
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
こ
の
語
は

『荘

む

む

む

む

む

子
』
を
出
典
す
る
無
欲
の
境
地
を
意
味
す
る
も

の
だ
が
、
「灰
心
」
の

む

む

む

「
灰
」

が

、
詩

題

の

「
燈

滅
」

の
関

わ

り

か

ら
、

燈

火

の
消

え

た

跡

の

む
「灰
」
の
意
を
重
ね
る
語
と
な

っ
て
い
る
。

○
晦
 
…
隠
居
し
て
匿
れ
る
こ
と
。
『漢
語
大
詞
典
』
で
は

「亦
作

"晦

跡
"
謂
隠
居
匿
 
」
と
説
明
し
、
「南
朝
、
梁
沈
約

〈
郊
居
賦
〉」
の

「僑

棲
仁
於
東
里
、
鳳
晦
迩
於
西
堂
」
の
句
、
及
び

「杜
甫

・
岳
麓
山
道
林
二

寺
行
詩
」
の

「昔
遭
衰
世
皆
晦
述
、
今
幸
樂
國
養
微
躯
」
の
句
を
引
く
。

紀
長
谷
雄
の

「25
後
漢
書
寛
宴
」
に

「逃
名
如
得
身
巣
穴
、
晦
跡
終
辞
世

垢
紛
」
の
句
が
、
同
じ
く

「54
風
中
琴
賦
」
に

「風
之
晦
跡

和
而
不
同
」
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の
句

が
見

え

る
。

一
方

、

こ

の

「
晦
 

」

の

「
晦

」

に
は

「①

日
が
暮

れ

た
り

、
物

に

お

お
わ

れ
た
り

し

て
暗

い
」

の
意

や

「②

か
く

れ

て
は

っ
き

り

し
な

い
」

意

む

む

（『
漢

辞
海

』

六
七

九

頁
）

が

含
ま

れ

て
お
り

、
詩

題

の

「燈

滅

」
と

関

わ
り

の
あ

る
用
字

と
し

て
使

わ
れ

て

い
る
。

○

兼
…

《
接

続
語

》
～

と

～
と

〈
並

列

関
係
を

表
す

〉
（
『
漢

辞
海

』

一
四

七

頁
）

「
韓

愈
ー

詩
遺

興
」

に

「莫

憂
世
事

兼

身
事
」

の
例

が
見
え

る
。

○

寒
窓

…
冬

の
窓

。
寒
窟

。
寒

々
と

し
た
窓
。
『
漢
語

大
詞

典
』
で

は

「
亦

作

"
寒
惚

"
。
寒
冷

的
窟

口
、
常
用

以
形
容

、
寂

莫
難

苦

的
護

書
生

活
」
と

、

よ
り
具

体
的

な
説

明
を

し
、

「
元
種

・
聞
楽

天
授

江

州
司

馬
詩

」

「
垂

死
病

中

驚

起

坐

、
暗

風
吹

雨

入
寒

窩

」

の
例

を
挙

げ

る
。

類

似

表

現

と

し

て

『
菅
家

文

草
』

「
鎚
庚

申

夜

、
述

所

懐
」

の
中

に

「
故

人

詩
友

苦

相

思

、

霜

月
臨

窓
濁
詠

時
」
と

い

っ
た
句

を

見
出

せ
る
。

こ

の

「
寒
窓

」
の

「寒

」

も

、
詩

題

「燈

滅
」

と

の
関

わ
り

を
響
か

せ

る
用
字

と

し

て
使

っ
て

い
る

と

思
わ

れ

る
。

○

就
…

つ
く

。
お
も

む
く

。

（『
漢

辞
海
』

四

二
四
頁

）
寄

り

そ

っ
て

つ
く

。

身

を

寄

せ

る
。

（『
新

字

源
』

=

一
六

五
頁

・
同

訓

異

義

「
つ
く
」
）

「
韓

愈

・
祭

十

二
郎
文
」

に

「
既

又
與

汝
就
食

江
南
」

の
用
例

が
見

え

る
。

こ

む

 

む

む

む

ご
で
は
、
寒
々
と
し
た
窓
辺
に
月
明
り
を
求
め
て

「我
が
身
を
寄
せ
る
」

の
で
あ
る
。

○
月
明
…
月
が
明
る
い
。
明
る
い
月
夜
。
「杜
甫

・
秦
州
雑
詩
」
に

「月

明
垂
葉
露
、
雲
逐
渡
漢
風
」
の
句
が
見
え
る
。
『漢
語
大
詞
典
』
で
は

「月

光
明
朗
」
と
説
明
し
、
『白
氏
文
集
』
「崔
十
八
新
池
詩
」
の

「見
底
月
明

夜
、
無
波
風
定
時
」
の
句
を
引
く
。
白
詩
に
は
外
に

「鯉
江
模
望
蹄
」
に

「満
眼
雲
水
色
、
別
劇
模
上
人
」
の
句
が
、
「
㎜
宿
樟
亭
騨
」
に

「夜
孚

樟
亭
騨
、
愁
人
起
望
郷
、
月
明
何
所
見
、
潮
水
白
荘
荘
」
の
句
等
数
多
く

の
用
例
が
あ
る
。
『
田
氏
家
集
』
「
25
聴
左
將
軍
弾
琴
」
に

「知
道
君
慮
弾

取
蓋
、
禁
鳥
聲
絶
月
明
中
」
の
句
が
見
え
る
。
紀
長
谷
雄
の

「32
夜
陰
蹄

房
」
に

「空
夜
窓
閑
螢
度
後
、
深
更
軒
白
月
明
初
」
の
用
例
が
、
又
同
じ

く

「54
風
中
琴
賦
」
に

「及
夫
天
秋
霜
曉
、
夜
涼
月
明
」
の
例
が
見
え
る
。

『菅
家
文
草
』
「鋤
就
花
枝
、
慮
製
」
に

「勤
王
寛
夕
月
明
前
、
便
就
花

枝
不
放
眠
」
の
句
が
見
え
、
「錨
翫
梅
花
、
鷹
製
」
に

「随
庭
有
梅
惣
可
憐
、

不
如
猫
立
月
明
前
」
の
句
が
見
え
る
。

四

画

閏

―醐

閣囑

―

鵬

燈
滅
二
絶
-

二

秋
天
未
雪地

無
螢

○
○
●
●
●
○
◎

燈
滅
批
書涙

暗
零

○
●
○
○
●
●
◎

遷
客
悲
愁
陰
夜
倍

○
●
○
○
○●

●

冥
冥
理
欲訴

冥
冥

○
○
●
●
●
○
◎

脚韻

は
下
平
声

青韻

、

韻

字
は
、

螢
・

零
.

冥
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国圓
田
囲

・口
凹
囹

と
も
無
し
。

酬
剛
囲

・

・
秋

天
未

だ
雪

あ
ら

ず
、

地

に
螢

無

し

な
げ
う

お

・
燈

滅
し

て
書

を
抱

て
ば

、
涙
暗

に
零

つ
。

・
遷
客

の
悲

愁

、
陰
夜

に
倍

す

・
冥

々

の
理

冥

々
に
訴

へ
ん
と

欲
す

国
.
秋

の
空

に
は
ま

だ

雪
は
降

ら
な

い
の
で
、
晋

の
孫
康

の
よ
う

に
雪

の
光

で
書

を
読

む

こ
と
も

ま
ま

な
ら

ず
、

一
方

、
地

上

で
は
も

う

螢
も

い
な

か
な

く
な

り
晋

の
車

胤

の
よ
う

に
螢

の
光
を

集

め

て
書
を

読

む

こ
と
も

適

わ

な

い
。

・
と
う

と
う

灯
明

が
消
え

て
し
ま

い
、
読

み
か

け

の
書

を
投

げ
捨

て
る

と

、

涙
が
自

と

流

れ
落
ち

る
。

・
左

遷

の
憂

き
身

の
悲

し
み

は

（灯

明
も

消
え

）

月
も

出

て

い
な

い
暗

夜

に
は

、
と

り
わ

け
深
ま

る
も

の
で
あ

る
。

・
こ

の
胸

奥

く
わ

だ
か
ま

っ
た
ま
ま

誰

に
も

話

せ

な

い
事

の
真
実

は

、

は

る
か
な

る
天

に
解

き
明

か

し

て
も

ら

い
た

い
と
切

に
願
う

ば

か
り

だ

。

国
○
秋
天
…
秋
の
空
。
秋
昊
。
『漢
語
大
詞
典
』
に
は

「秋
日
的
天
空
」
と

説
明
す
る
。
『白
氏
文
集
』
「鰯
秋
霧
中
遇
サ
縦
之
仙
遊
山
居
」
に
は

「秋

天
床
席
冷
、
雨
夜
燈
火
深
」
の
例
、
「姐
夜
雨
」
に

「秋
天
殊
未
曉
、
風

雨
正
蒼
蒼
」
の
句
等
多
く
見
え
る
。
『菅
家
文
草
』
「悩
薄
霧
」
に

「暗
記

秋
天
事
、
閑
居
濁
自
吟
」
の
句
が
見
え
る
。
『文
華
秀
麗
集
』
「
㎜
神
泉
苑

九
日
落
葉
篇
」
に

「蓼
廓
秋
天
露
爲
霜
、
山
林
晩
葉
併
芸
黄
」
の
句
が
見

え
る
。

○
螢
…
↓

閣

闘
巴

○
雪
・-
↓

晒
醐
國
―

○
批
書
…
書
物
を
投
げ
捨
て
る
。
「批
」
は

「投
げ
う

つ
。
投
げ
捨
て
る
」

の
意
。

あ
ん

○
暗
…
暗
に
。
人
知
れ
ず
。
こ
っ
そ
り
。
ひ
そ
か
に
。

【暗
涙
】
人
し
れ
ぬ
な
み
だ
。
忍
ん
で
泣
く
涙
。
「頁
島

・
秋
暮
詩
」
に

「白
髪
相
並
出
、
暗
涙
雨
行
分
」
の
用
例
が
あ
る
。
（『大
漢
和
辞
典
』
巻

五
-
九
二
〇
頁
）

○
遷
客
…
罪
を
得
て
遠
方

へ
流
さ
れ
た
人
。
左
遷
流
諸
さ
れ
た
人
。
『漢

語
大
詞
典
』
で
は

「指
遭
財
斥
放
逐
之
人
」
と
説
明
し
、
「南
朝

・
梁
江

滝

・
恨
賦
」
の

「或
有
孤
臣
危
涕
、
肇
子
墜
心
、
遷
客
海
上
、
流
戊
朧
陰
」

の
句
の
用
例
を
載
せ
る
。
『菅
家
後
集
』
の
中
で
は

「
姻
聞
旅
雁
」
に

「我

為
遷
客
汝
來
賓
、
共
是
薫
薫
旅
漂
身
」
の
句
が
、
又

「
㎜
雨
夜
」
に

「農

夫
喜
有
絵
、
遷
客
甚
煩
葱
」
の
句
が
、
「
謝
題
竹
床
子
」
に

「鷹
是
商
人

留
別
去
、
自
今
遷
客
著
相
將
」
の
句
が
見
え
る
。

○
悲
愁
…
悲
し
み
う
れ
え
る
。
『白
氏
文
集
』
「
早
入
皇
城
贈
王
留
守
僕
射

詩
」
に

「城
柳
宮
梶
護
揺
落
、
悲
愁
不
到
貴
人
心
」
の
例
が
見
え
る
。
『漢
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語

大
詞

典
』

で
は

「
悲
傷

憂

愁
」
と

説
明

し

、

『楚

辞

』

「
九
辮

」

の

「
離

芳

謁

之
方

壮

分
余
萎

約
而

悲

愁
」

の
用

例
を

引

く
。

『菅

家
後

集

』

「
僻
種

菊

」

に

「
不
計

悲
愁

何

日
死

、
堆

沙
作

壇
萩

編

垣
」

の
句

が

見
え

る

。

○

陰
夜

…
暗

夜

。
暗

い
夜

。

山
本

登
朗

氏

は
、
以

下

に
挙
げ

る
白

詩
を

引

き

な

が
ら

〈
こ

こ

で
は
月

の
出

な

い
闇
夜

を

い
う

。
（中

略
）
だ

と

す

れ
ば

、

こ

の
詩

は

、
「
月

明

」

の
夜

を
詠

ん
だ

「
灯

滅

二
絶

・
其

一
」

と

は
別

の

時

の
、
別

の
状

況
を

詠

ん

で

い
る

こ
と

に
な

ろ
う

〉
と
推

論

さ
れ

て

い
る

。

（日
本

漢

詩
人

選
集

1

『
菅

原
道
真

』

小
島
憲

之

・
山
本

登
朗

共

著
。

一

七

〇
頁

）

こ

の
中

で
指

摘

さ

れ

て

い
る

白

詩

と

は

「
㎜

封

火

翫

雪
」

の

「
火
是

膿

天
春

、
雪

爲
陰

夜

月
」

の
句

で
あ

る
。

句

意

は

「
火

は

寒
中

の

春

と

い
う

べ
く

、
雪

は
暗

夜

の
月
と

も

言
う

べ
き

で
あ

る
」

と

な

ろ
う

。

こ
こ

で
言
う

「
陰
夜
」

は

「月

の
出

て

い
な

い
闇

夜
」

を
意

味

す

る
。

又

む

む

こ
の
語
に
、
詩
題

「燈
滅
」
の
語
感
を
響
か
せ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

○
倍
…
ふ
や
す
。
増
す
。
加
わ
る
。
重
な
る
の
意
。

○
冥
冥
…
▽
暗
い
さ
ま
。
▽
奥
深
く
遠
い
さ
ま
。
▽
天
地
万
物
の
根
源
等

の
意
味
が
あ
る
。
『漢
語
大
詞
典
』
で
は

「
▽
高
遠
貌

▽
幽
深
貌

▽

沈
黙
不
語
貌
」
等
の
説
明
が
あ
る
。
白
詩
に
用
例
を
求
め
る
と

「
㎜
夢
仙
」

に
は

「
半
空
直
下
視
。
人
世
塵
冥
冥
」
（半
空
か
ら
見
下
せ
ば
、
下
界
は

塵
霧
が
も
う
も
う
と
し
て
暗
く
）
の
句
が
見
え
、
「観
早
祭
風
伯
。
因
懐

李
十

一
舎
人
」
に
は

「夙
興
祭
風
伯
、
天
氣
曉
冥
冥
」
（朝
早
く
風
の
神

を
祭
る
時
、
外
は
暁
の
う
す
暗
い
中
で
あ

っ
た
）
の
句
が
見
え
、
い
ず
れ

も

「暗

い
さ
ま
」
の
語
意
で
使
わ
れ
て
い
る
。

一
方

「
㎜
答
四
皓
廟
」
に

 

ら
ん
か
く

 

は

「先
生
如
鶯
鶴
、
去
入
冥
冥
飛
」
（先
生
は
鶯
鶴
の
よ
う
に
、
天
空
に

飛

ぶ
か

の
よ

う

で
あ

っ
た

。
）

の
句

が
見

え

、

「
㎜
立
中

有

一
士

二
首

」

に

は

「
勿

衿
羅

ざ

巧

。
鷺

鶴
在

冥

冥
」

（網

で
も

矢

で
も
捕

え

る

こ
と

は

出

来

な

い
。
〈
何
故

な

ら

V
鷺

鶴
と

同

じ

よ
う

に
空
高

く

飛

ん

で

い
る
か
ら

）

の
句

が
見

え
、

こ

の
二
首

の
例

は

「
奥

深
く

遠

い
さ
ま

、

高
遠

の
さ
ま
」

を

含
む

語

意
と

考
え

ら

れ

る
。

菅

原
道
真

の
用
例

と

し

て

『菅

家
文

草

』

に

二
例

を

挙
げ

る

こ
と

が
出

来

る

。

一
つ
は

「
86
傷

巨
三

郎
、

寄

北
堂

好

事
」

に

「
我

今
収

涙

訴

冥
冥

、

何

不
慰

遺

一
後

醒
」

の
句

で
あ

る
。

こ

こ

で

の

「冥

冥
」

は

、

「
天
地

万
物

の
根

源

た

る

神
」

の
意

で
使

わ

れ

て

い
る
。

つ
ま
り

「
天
道

」

の
語
意

と
思

わ
れ

る

。
あ

と

一
つ
は

「
郷
早
春

閑

望
」

に

「
早

起

灰
心

坐
、

冥

冥

是
夢
魂

」

の
句

で
あ

る
。

こ

の
句

で

の

「
冥
冥

」

は

「
あ
た

り

が
ま

だ

夜

が
明

け
き

れ
ず

暗

い
」

の
意

と

し

て
使

わ

れ

て

い
る
。

こ

の

「燈

滅

二

絶

-

二
」

の
四

句

目

の

「
冥

明

理
」

の

「
冥
冥

」

は

「暗

く

、

人
知

れ

ず
心

に
わ
だ

か
ま

っ
て

い
る
も

の
」

の
意

味

と
し

て
使

わ

れ

て

い
る

の
に

対

し
、

「
訴

冥
冥

」

の

「
冥

冥
」

は
、

『
菅

家

文

草
』

「
86
傷

巨

三
郎

、

寄

北

堂

好

事

」

で
指

摘

し

た

用

例

と
同

じ

く

「
天

地

万
物

の
根

源

た

る
神

、

天
道
」

を

意

味

し

て

い
る
語

と
考
え

ら

れ
、

こ

の
二

つ
の
使

わ

れ

る
語

意

に

は
相
違

が

あ

る
。

こ

こ

で
も

、

敢
え

て
同

語

（
意

味

は
異
な

る
）
を

使

っ
て

い
る

の
は
前

に
も
記

し

た

よ
う

に
詩

題

の

「
燈

滅
」

と

の
関

わ
り

を

強

く
意

識

し
た
句

作

り
が

な

さ

れ

て

い
る
か

ら
だ

と

思

わ
れ

る
。

山

本
登

朗

氏
は

〈
こ

の
二

篇

の
連

作

、
内

容

は
暗

く
重

い
が

「
其

の

一
」

の
第

三
句

や

「
其

二
」

の

第

一

・
第

四
句

に
は

知

的

な

言

語

遊

戯

と

も

い
う

べ
き

技

巧

が

見

ら

れ

る
。
〉
と

指

摘
さ

れ

て

い
る

。

（
日
本

漢
詩

人

選

集

1

『菅

原
道

真
』

小
島
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憲

之

・
山

本

登
朗
共

著

一
七

一
頁

）

國
○

一句
目

「秋
天
未
雪
地
無
螢
」
の
表
現
内
容
に
つ
い
て

先
学

に

よ
り

既

に
指
摘

さ

れ

て

い
る

.三

と

こ

ろ
だ

が

、

「螢

」

「
雪
」

に

つ
い
て
は
以

下

に
記
す

よ
う

な

典
故

・
故
事

を

踏
ま
え

て

い
る

こ
と
を

整
理

し

て
み

る
。

【螢

】

∩
團

巴

.
禮
記
月
令
日
、
季
夏
之
月
、
腐
草
爲
螢
。
（中
略
）
一
名
剖

燭
、
腐
草
之
食
蚊
蛇
焉
。
照
書

績
晋
陽
秋
日
車
胤
家
貧
無
油
、
以
絹
嚢

聚
螢
火
以
照
夜

〈螢
第
十
四
〉
（傍
線
筆
者
）

團

禮
記
日
、
季
夏
之
月
、
腐
草
爲
螢
、
飛
贔
螢
火
也
、
（中

略
）
績
晋
陽
秋
日
、
車
胤
字
武
子
、
學
而
不
倦
、
家
貧
、
不
常
得
油
、
夏

日
用
練
嚢
、
盛
藪
十
螢
火
、
以
夜
縫
日
焉

〈
巻
九
十
七

贔
秀
部

・
螢

火
〉∩

…圏
㎜
∪

一
九
四
車
胤
聚
螢

晋
車
胤
字
武
子
、
南
平
人
。
恭
勤
不
倦
、
博
覧
多
通
。
家
貧
不
常
得
油
。

夏
日
則
錬
嚢
盛
数
十
螢
火
。
以
照
書
、
以
夜
縫
日
焉
。
〈
新
釈
漢
文
大
系

『蒙
求
』
上

四
六
〇
頁
～
四
六

一
頁
〉

道

真

の

一
句

目

の

「
地
無

螢

」

の

「螢

」

の
用
字

に

つ
い
て
は
、

今

列

記

し

た
典

故
を

踏

ま
え

た
上

で
次

の

二
点

に
注

目
す

る
必

要
が
あ

る
と

思

う

。
（
1
）

●

「
螢

」

は
晩

夏

か
ら

初
秋

に

か
け

て
の
景

物

で
あ

る
点

日
本

に

お

い

て
は

「
初
夏

」

の
風

物
と

し

て

「螢

」

を

と
ら
え

て

い
る

が
、

中

国

に
お

い
て

は
先

に
引

用

し

た

『
初

学

記
』

『
藝

文
類

聚

』

に

お

さ

め
る

『礼

記

』

の

一
文

「
季
夏

（
11
晩

夏

の
陰

暦
六

月

）
之
月

、

腐

草

が
化

し

て
螢

と

な

る
」

と
あ

る

こ
と

か
ら

わ

か

る
よ
う

に

「
秋
」

の
景
物

と

し

て
詠

ま

れ

て

い
る

。
例

え

ば

『
白

氏

文

集
』

「
筋
旅

次
景

空

寺

、

宿

幽

上

人

院
」

と

題
す

る
詩

に
は

三
句

目

に

「
秋
雨
病

僧

閑
」

と
あ

り

、

六

句

目

に

「
螢

飛
廊

宇

間
」

の
句

が
見
え

る
。

又
、

同
じ

く

「
梱
凍

風

歎
」

に

「
昨

夜
涼

風

又

鹿
然

、
螢

瓢
葉

墜

断
床

前

、
逢
秋

莫

歎

須
知

分
、

已

過

播

安

三

十
年

」

の
句

が
あ

り

、

い
ず

れ
も

「秋

」
と

セ

ッ
ト

で
詩

に
お
り

込

ま

れ

て

い
る

。
道

真

の
場

合
も

、

一
句

目

の

「地

に
螢
無

し
」

を

、

上

の

「
秋

天
」

「
未

だ

雪
あ

ら
ず
」

の
流

れ

で
取

ら
え

る
と

、

「
螢
」

を

中

国

の
典

故
を

踏

ま
え

た

「
秋

」

の
景

物

と
し

て
認

識

し

て

い
た

こ
と

が

判

明

す

る

。

（
2
）

し
ゃ
い
んし
ゅう
け
い

●

「螢
」
に

『蒙
求
』
「車
胤
聚
螢
」
の
故
事
が
投
影
さ
れ
て
い
る
点
。

こ
れ
は
既
に
引
い
た
所
で
あ
る
が
、
『漢
詩

の
事
典
』
「螢
」
の
項
で
次

の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る

一
文
が
あ
る
。
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螢

に
対
す

る
初
期

の
イ

メ
ー
ジ

は
、

こ

の
車

胤

の
故
事

と

は

遠
く

隔

る
も

の

で
あ

っ
た
。

『
礼

記
』

の

「月

令

」

篇

の
季

夏

（晩

夏

の
陰

暦

六
月

）

の
条

に

「
腐
草

、

螢
と

為

る
」

と

あ

る
。

つ
ま

り

螢
と

は
腐

っ

ひ
ん

た
草

か
ら
わ

き
出

す
虫

な

の
で
あ

る
。

ま

た

『
詩

経
』

幽

風

「
東
山

」

ゆ
う
よ
う

よ
る

に

「摺

耀

、
宵

行

く
」

〔
33
〕

の
句

が
あ

り

、

こ

れ

に
対

す

る
伝

統

的

り
ん

な
注
釈

（
「
毛
伝
」
）
に
、
「
摺

耀
は
燐

な

り
、
燐

は
螢

火

な
り

」
と
あ

る

。

「
燐
」

と
は

死
屍

が
放

つ
光

、

い
わ

ゆ
る
鬼

火

の
こ
と

で
あ

る
。
螢

が

こ
う

し
た
陰

気
な

世
界

か

ら
よ
う

や
く

脱
皮

し

た

の
が

、
先

述

の

「
車

胤

聚
螢

」

に
お
け

る
螢

の
用
例
な

の
で
あ

る
。

そ

の
後

南
北

朝

時
代

に

な
る
と

螢
は

貴
族

文
学

の
中

に
も

市
民

権
を

認

め
ら

れ

た

、
洗

練
さ

れ

た
題
材

と
な

っ
て
ゆ
く

。

（
松
浦
友

久
編

『漢

詩

の
事

典
』
大

修
館

書

店

六

七

〇

～
六
七

一
頁

）

【雪

】
偏
圏
巴

劇
雪

遊
不

雑
。

〈
巻

第

二

宋
齊

語

日
、

雪
第

二

〉

孫
康
家
貧
、
常
映
雪
讃
書
、

淡
交

∩
圓
囲
園

孫
康
家
貧
、
常
映
雪
讃
書
、
清
介
交
遊
不
雑

（○
本
條

初
學
記
二
御
覧
十
二
引
作
宋
齊
語
此
脱
書
名
）
〈
天
部
下

雪
巻
二
〉

團

一
九
三

孫
康
映
雪

孫
氏
世
録
日
、
康
家
貧
無
油
、
常
映
雪
讃
書
、
少
小
清
介
、
交
遊
不
雑
、

後
至
御
史
大
夫
。

（新
釈
漢
文
大
系

『蒙
求
』
上

四
六
〇
頁
）

●

「秋
天
未
雪
」
の
表
現
に
つ
い
て

「秋
天
未
雪
」
は
、
白
詩
周
辺
で
新
し
い
詩

の
題
材
と
し
て
注
目
さ
れ

た

「秋
雪
」
を
踏
ま
え
た
表
現
と
い
う
指
摘
が
先
学
よ
り
な
さ
れ
て
い
る
。

（小
島
憲
之

・
山
本
登
朗
共
著

『日
本
漢
詩
人
選
集
I

菅
原
道
真
』

一

六
八
～

一
六
九
頁
）

そ
の
詩
群
を
以
下
に
挙
げ
て
み
る
。

團
㎜

和
劉
郎
中
望
終
南
山
秋
雪

あ
ま
ね

み

遍
覧
古
今
集

、
遍
く
古
今
の
集
を
覧
る
に

―

都無

秋
雪詩陽春先唱後

す
べ

都
て
秋
雪
の
詩
無
し

と
な

陽
春先

づ
唱
へ

て
後

陰
嶺未

消
時草認霜凝重

陰嶺

未
だ
消
え
ざ
る
時

い
ぶ
か

草
に
は
霜
の
凝
っ
て
重
き
か
と
諺り

松疑

鶴
散
遅

松
に
は
鶴
の
散
ず
る
こ
と
遅
き
か
と
疑
ふ

清光

莫
濁
占

清
光
猫
り
占
む
る
莫く

亦
封白

雲
司

一

亦
封す

白
雲
の

司

*
本文

は
『
白
居
易
集箋

校』朱金城箋校に拠る。

*
訓
は
『
績
國
課
漢文

大
成

白
楽天

詩
集』

に拠る。

こ
の
白
詩
は
八
句
目
で

「白
雲
司
」
と
あ
る
よ
う
に
、
大
和
二
年

（八

二
八
）
白
居
易
五
十
七
歳
、
刑
部
侍
郎
の
時
、
長
安
で
詠
ん
だ
作
。
詩
題
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に
言
う

よ

う

に
劉
禺

錫

の

「
終

南
秋

雪
」

と

い
う
以

下

の
詩

に
和

し

た
も

の
で
あ

る
。

南
嶺

見

秋
雪

。
千

門
生

早
寒

。

聞
時

駐

馬
望

。
高
盧

巻
簾

看

。

雲
散

瑳
枝

出
。

日
斜

鉛
紛

残

。

偏
宜

曲
江

上
。

倒
影

入

瀾
。

白

居

易

は
、
劉

禺
錫

よ
り

、
終

南
山

に
降

っ
た

秋
雪

の
景

を
詠

ん
だ
右

の
詩

を

手

に
し
、
ま

ず

一
、

二
句

目

で
、

「古

今

の
書

を

ひ
も

と

く

が

、

秋

の
雪
を

詠

ん
だ

詩

は

一
首

も

見
当

た

ら
な

い
。

（
"
秋

雪

"

の
詩

語

は

こ
の
君

の
詩

よ
.り
始

ま

る
）
」

と
詩

材

の
斬

新

さ
を

ほ

め
る

。
そ

し

て

五
、

た
と

六
句
で

「終
南
山
」
に
積
も
る

「秋
雪
」
の
景
を

「霜
」
「鶴
」
の
例
え

を
あ
げ
な
が
ら
描
写
す
る
内
容
の
作
品
で
あ
る
。
道
真
が

一
句
目
で

「秋

天
未
だ
雪
あ
ら
ず
」
と
詠
う
背
景
に
は
、
こ
の
劉
禺
錫
と
白
居
易
の

「秋

雪
」
の
和
詩
の
存
在
が
あ
る
こ
と
を
想
起
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。

注
（
1
）

拙
稿

「
菅
原
道
真
研
究

『菅
家
後
集
』
全
注
釈

（
一
）」

熊
本
大
学

「国
語
国
文
学
研
究
」
∵
一十
∴ハ
ロσ

拙
稿

「
菅
原
道
真
研
究

『菅
家
後
集
』
全
注
釈

（二
）」

「有
明
工
業
高
等
導
門
学
校
紀
要
」
三
十
七
号

拙
稿

「
菅
原
道
真
研
究

『菅
家
後
集
』
金
注
釈

（三
）」

九
州
大
谷
短
期
大
学

「九
州
大
谷
情
報
文
化
」
二
十
九
号

（2
）

○
川
口
久
雄
校
注

岩
波
日
木
占

典
文

学
大
系

『菅
家

文
草

・菅
家
後

集
』
頭
注

…
頁

○
小
島

憲
之

・
山
本

登
朗
著

口
本
漢
詩
人

選
集
1

『菅
原
道
真

』

（研
文
出
版
）

k
～

の
』、
し
て

ノ

!
ノ

～

○
小
島
憲

之
編

『E
朝
漢

詩
選
』

（岩
波
文
庫

）
}.=κ

.

.～
三
κ
...頁

○
渡
辺
秀
夫

著

『詩
歌

の
森
-

日
本
語

の
イ

メ
ー
ジ

ー

』

（大
修

館
書
店
）

1
光
り
輝

く
も

の
た
ち
ー

沈
黙

の
秩
序
ー

「螢
」

四
十
九
～

五
十

.
頁

五
二

山
ノ、

 

追
記こ

の
稿
を
草
す
る
に
あ
た
り
、
木
下
文
理
氏
よ
り
多
大
の
御
助
力
を
い

た
だ
い
た
。
と
り
わ
け
語
釈

・白
詩
中
の
詩
語
の
検
索
等
に
お
力
添
え
を

い
た
だ
い
た
事
に
深
謝
申
し
上
げ
た
い
。

二
〇
〇
一
年

十

一
月

一
日

執
筆
了

（や
き
や
ま

ひ
ろ
し
/
大
学
院
七
回
修
了

・
有
明
高
専
）
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